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はじめに 
 本書の内容は、性能・機能の向上などにより将来予告なしに変更することがあります。 
 本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止されています。 
 本書の利用は、お客さまの責任において行われるものとします。 
 本書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不審の点や誤りなどお気づきのことがありましたら、お手数ですが、当社営業・

代理店または、下記の CS センターまでご連絡ください。 

   
 

 
                

Technical 
Information 

記載内容は、お断りなく変更することがあります。  
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■概要 

μR20000とGateμR/DAQLOGGERが入ったパソコン（OSがWindows XP または、 Windows 7）を、1対1で通信させる場

合の設定をご紹介いたします。 

 

■設定手順 
1. ハブを使用しない場合は、μR20000 とパソコンをクロスケーブルで接続してください。ハブを使用する

場合は、μR20000とハブ間、ハブとパソコン間をストレートケーブルで接続してください。 

  

＜Windows XP の場合＞ 

2. パソコン側の設定を行います。Windowsのデスクトップ上にある『マイネットワーク』のアイコンを右ク

リックし、『プロパティ』をクリックしてください。 

 

 

 

3. 『ネットワーク接続』のウインドウが表示されます。ウインドウ内の『ローカルエリア接続』を右クリッ

クして『プロパティ』をクリックしてください。 
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4. 『ローカルエリア接続のプロパティ』ウインドウが表示されますので、『インターネットプロトコル（Ｔ

ＣＰ/ＩＰ）』を選択し、『プロパティ（Ｒ）』をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 『インターネットプロトコル（TCP/IP）のプロパティ』ウインドウが表示されます。 

 
 『次の IPアドレスを使う』を選択し、「IPアドレス」、「サブネットマスク」、を下記のように設定し、 

 「ＯＫ」をクリックします。  
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IP アドレスを 192.168.0.10 とした例。 

 「IPアドレス」 192.168.0.10 「サブネットマスク」255.255.255.0 

 

6. 「ローカルエリア接続のプロパティ」を「ＯＫ」をクリックします。 以上でパソコン側の設定は完了で

す。 

 

＜Windows ７の場合＞ 

2.  コントロールパネルの『ネットワークと共有センター』をクリックしてください。 

3.  『ネットワーク接続』のウインドウが表示されます。ウインドウ内の『ローカルエリア接続』を左クリックして表示さ 

れる『ローカルエリア接続の状態』の プロパティ をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.  『ローカルエリア接続のプロパティ』ウインドウが表示されますので、『インターネットプロトコルバージョン 4（ＴＣ 

Ｐ/ＩＰV4）』を選択し、『プロパティ（Ｒ）』をクリックします。 
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5.  『インターネットプロトコルバージョン 4（TCP/IPV4）のプロパティ』ウインドウが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例として IP アドレス 192.168.0.10 とした例。 

次の IP アドレスを使う』を選択し、「IP アドレス」、「サブネットマスク」、を下記のように設定し、「OK」をクリックし 

ます。「IPアドレス」 192.168.0.10 「サブネットマスク」 255.255.255.0 

 

6. 入力内容を確認後、 「OK」をクリックします。 これでパソコン側の設定は完了です。 

 

7. 次にμR20000の IP ｱﾄﾞﾚｽを設定します。IP アドレスを 192.168.0.20 とした例。 

μR20000の IPアドレスなどの設定方法は、「μR10000/μR20000 通信インタフェースユーザーズマニュ

アル IM 04P01B01-17」の「2.3 イーサネットインタフェースの設定をする」をご参照ください。 

『IPアドレス』を 192.168.0.20 『サブネットマスク』を 255.255.255.0  

『デフォルトゲートウェイ』を 0.0.0.0 と設定してください。 

（イーサネットのログイン機能は、不使用（ログイン：なし）で設定されているものとします。） 

入力レンジ設定なども設定を行ってから以下に示す GateμR の設定へ進んでください。 

 

8. GateμRの設定を行います。 

設定方法詳細は、「GateμR ユーザーズマニュアル IM WX1-08」をご参照ください。 

 はじめに GateμRと接続するμR20000の登録を行います。 
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上図の“１”をクリックし、「μR20000」を設定し、 

“２”をクリックし、「Ether」を設定します。 

“３”をクリックし、表示されるウインドウ（アドレス設定 レコー

ダ）の「IPアドレスまたはホスト名」に 192.168.0.20 と設定し、

「ユーザ名」に user と設定し、「OK」を押してください。 

  IP アドレスを 192.168.0.20 とした例。 

 

9. 登録したμR20000を GateμR側に認識させます。 
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前ページの図のように「番号」の下の「01」をクリックして選択し、メニューの「通信」をクリックし

て表示される「自動機種判別」をクリックして実行します。 

 
 

上記メッセージが表示されれば、GateμRはμR20000を正しく認識しています。 

ここで通信エラーなどが出る場合は通信が出来ていません。IP アドレスなどや電源やケーブルなど 

を確認してください。 

 

10. GateμRを収集開始にします。 

「収集／状態」画面を表示し、上記絵の赤丸内の緑色の三角マークをクリックします。 
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画面右の「番号」の「０１」にμR20000

が表示され、「状態」が緑点灯となりま

す。 

これで GateμR の設定は終わりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 次に DAQLOGGER の設定を行います。 

設定方法詳細は、取扱説明書「DAQLOGGER･DAQLOGGERクライアントパッケージ ユーザーズマニュアル IM 

WX101-01」をご参照ください。 

 マネージャで表示されるウインドウの一番右の「ENVI」アイコンをクリックします。 
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 前ページの図の“１”をクリックし、「Gate」を設定し、“２”をクリックし、「Ethernet」を設定します。 

“３”をクリックし、表示される下記ウインドウの「IP アドレスまたはホスト名」に localhost と設定し、 

  「ポート番号」の「指定」にチェックを入れ、50300 と設定し、「OK」を押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 登録したGateμRをDAQLOGGERに認識させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記図のように「番号」の下の「01」をクリックして選択し、メニューの「通信」をクリックして表

示される「自動機種判別」をクリックして実行します。 
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上記メッセージが表示されれば、DAQLOGGERは GateμR を正しく認識しています。ここで通信エラ

ーなどが出る場合は、通信が出来ていません。ポート番号や GateμR が収集開始しているかなどを

確認してください。 
 

これで DAQLOGGER は GateμR を介してμR20000 通信できるようになりました。この後は、DAQLOGGER の各種

設定になります。各種設定の方法につきましては、設定方法詳細は、取扱説明書「DAQLOGGER･DAQLOGGERクラ

イアントパッケージ ユーザーズマニュアル IM WX101-01」をご参照ください。 
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